
時間

⑥
ﾏﾈｼﾞ
ﾒﾝﾄ
研修

時間 時間 時間 ８時間

⑦

時間 時間

            ⑷
期待される教育訓練
の効果／到達すべき
知識／技量レベル／
キャリアアップにつ
ながる理由

派遣社員の前に、一般的な社
会人

システム技術者として、派
遣先で認識してもらえる

自ら、あるべき技術労働者
としての、将来をイメージ
でき、マイルストーンを設
定しモチベーションを維持
できる

自らを高みに行ける教育を
企画・上申し、且つ部下を
含む会社としてのスキル
アップを目指す目標を持て
る

時間 時間

④
ﾌﾚｯ
ｼｬｰ
ｽﾞ研
修

4時間 時間 時間 時間

⑤
ﾘｰ
ﾀﾞｰ
育成
研修

８時間 時間 ８時間 4時間

           ⑶
   教育訓練内容

左：様式3号ー２
　　具体的な教育訓練

上：左の訓練内容の
　　　　　わかる事項

下：訓練計画時間

①
派遣
法に
つい
て

4時間 時間 4時間

③
シス
テム
開発
言語
研修

4時間 4時間 4時間

⑧

時間 時間 時間

派遣法の基礎
指揮命令者の位置づけと
労使間協定の説明

言語知識を基に、既存シ
ステムの商用プログラム
のソースコードの書き方
の習得

現在の作業現場に限ら
ず、本人のキャリアアッ
プを意識すること。
また、雇用者との認識共
有

②
ﾏﾅｰ･
ﾙｰﾙ
につ
いて

16時間 4時間 時間 時間

マナーとしての基本であ
るビジネスマナーを習得
する。

現場の方に業務知識を教わ
る場合の、現場業務に支障
が無い聞き方（聞く姿勢・
タイミング・内容）

 ⑴
必要とされる共通の

キャリアパス
（求める人材要件）

プログラムソースから、現行
システムの理解

現行システムのプログラム
ソースを理解するととも
に、業務理解

業務理解を基に、現場に
ニーズに応えられるシステ
ム構築が出来る技術者への
成長

システム提案とシステム設
計ができる

 ⑵
⑴に必要なスキル、

資質等

プログラム言語等の商用シス
テムでの作り方

開発・改修業務システムの
プログラム内容の理解

開発過程におけるコニュニ
ケーション力を前提とした
調整能力

ソフトウェアシステムとし
て具現化できる業務改善提
案の策定・DX提案

3年目 4年目以降入職時～1年目 2年目

ソフトウェア開発

派遣先（直近の現場：労働局（ハローワーク））におけるシステムのプログラ
ム改修・テスト・障害対応の技術支援業務

キャリアアップに資する教育訓練
（整理用シート） 派遣業務の

具体的内容

派遣業務内容

エンドユーザの発想を超え
る、システム提案ができ、
エンドユーザにそのメリッ
トを理解できる。

エンドユーザヒアリングか
ら業務を十分に理解でき、
エンドユーザが求めている
システムをイメージできる

既存システムのプログラム
単体の改善提案（プログラ
ムソースの書き方、修正後
のメンテナンス性を考慮し
た書き方）

4時間

中堅社員として、本人の
キャリアアップを自ら意識
し、また上司・課員とも双
方に共有する。

派遣先の業務進捗と、派遣
元社員としての労働力（労
働時間）の調整能力

法律を理解した上で業務を
スムースに遂行できる。
現場におけるエンドユーザ
と指揮命令者の位置づけを
理解する。

時間


